
環境省は、 トキの放鳥を佐渡島 (新潟県佐渡市)以外でも実施 していく方針を決めた。
10園 に開かれた申央環境審議会の野生生 :i勿小委員会に保護増殖事業計画の変更案を諮問
し、了承された。 2026年 度以降の佐渡島外での放鳥を目指す。佐渡島内では個体数が
増え、放鳥 トキを申心に生存率が低下 しており、同省 |ま「佐渡以外でも個体群を定着さ
せ、野生復帰を進めたい」としている。
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国内の トキは、明治以降の乱獲や生息環境の悪化で激減。 1981年 に佐渡島で野生の
トキ 5羽全てが保護のため捕獲され、自然界から姿を消した。捕獲 した トキなどで繁殖が
試みられたが、 2003年 に国産は絶滅。中国産を飼育繁殖 し、自然界に戻す放鳥が佐渡
島で 08年から続けられ、今月の第 24回放鳥までで415羽 が放たれた。
9日現在、野生下で繁殖 した トキを含め、推定 433羽 が生息している。本州などへの
飛来も確認されているが、佐渡島以外では定着 していない。
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変更案には、保護増殖事業の区域を佐渡島と全国に 4か所あ為分散飼育地から、全国に
拡大すると明記 した。放鳥によって佐渡島を含めた複数の地域で個体群の形成を図り、 ト
キが安定的に生息できるようにする。 トキは過去に個体数が著しく減ったため遺伝的多様
性が低 く、環境変動や感染症の影響を受けやすいため、複数の生息地形成が不可欠と判断
また、佐渡島で |ま トキの個体数が増えた影響が表れている。同省によると、放鳥 トキの
生息(圃体数は昨年末時点で 165羽 と、 18年の 171羽 をピークに減少。昨年には放鳥
トキの死骸が過去最多の 10羽確認された。群れへの合流が遅く、既に トキが生息してい
る場所に定着 しにくしヽ 3歳以_Lの新規放鳥個体の生存率の低下が特に顕著としヽう。
一方、野生生まれについて |ま個体は増加 しているものの、増加の勢いは鈍化している。

佐渡島で |ま人口減少や少子高齢化が進み、餌場となる圏んばが 05年 と比べて約 120
0万平方メー トル減少した。佐渡市によると、個体数が増える一方、持続的に餌場を維持
するのが困難な状況になつているという。



同小委に示された トキ野生復帰の次期行程表「ロー ドマップ2025」 案には、 25年
度までに トキの受け入れに意欲的な地域 (自治体)を中心に、 トキの生息に適 した環境の
保全や再生、住民理解などの社会環境の整備に取り組むことが盛り込まれた。
晨薬や化学肥料を減らすなどした l生きものを育む農法」や認証米制度、ビオ トープの

整備など、佐渡島の取り組みと経験を情報提供 し、佐渡島民による技術指導も検討すると
している。
島外放鳥により生息地の拡大に期待がかかるが、放鳥 トキは佐渡 トキ保護センター野生

復帰ステーションの巨大な順化ケージで飛んだり、餌を取つたりする訓練を 3か月ほど受
けた後に放鳥されており、佐渡島から島外の放鳥場所への長距離移送などの課題も残る。

野生生物保護と住民意識の関係を研究 している大正大の本田裕子准教授 (環境社会学 )
1ま「他地域での放島で野生復帰がさらに進む。各地の地域資源、生物多様性のシンボルに

なる」とする一方、「 トキは佐渡島や新潟県のシンボル。他地域での放鳥をさみ しく感じ
佐渡で官民一体で トキの野生復帰を進める「人 aトキの共生の島づくり協議会」の板垣
徹会長 (76)|ま「 トキは自然との共生の象徴である『 自然大使』。放鳥に取 り組む地域
と情報共有をし、佐渡の取り組みを広めたい」と話している。


